
２０２５年度 事 業 報 告 書 

 

2025 年 4 月 1 日～2026 年 3 月 31 日 

 

                           法人の名称  ＮＰＯ法人ここだね 

 

 

 

１．事業総括 

不登校児童生徒数が 35 万人を超え、年々増加する中、学校内に支援教室（校内フリース

クール）が設置されたり、地域に学びの多様化学校が開校したり、在宅でも学べるオンラ

インのフリースクールが増えるなど、ほんとうに少しずつですが、子どもたちの学びの場

の多様化が進んできました。それでもなお、今の学校に合わない子どもたちと保護者にと

って、フリースクールという多様な学びの場の必要性は変わらずにあり、ここだねもその

在り方を再認識しながら、持続するための方策を検討していく段階にあります。 

2025 年度のここだねの大きな出来事は、認定ＮＰＯ法人になったことと、拠点を移転し

たことでした。子どもたちの通いやすさと、受入れ人数の増加にも対応できるようにと移

転を検討し、ご縁のあった古民家のリフォームも楽しみながら活動を進めていく一年とな

りました。 

中心となって設立した「逗子フリースクール等連絡協議会」は 2 年目となり、フリース

クールや保護者への補助に関する協議も進めていき、「学校が合わないと感じる親子のため

の相談室」を 2026 年度から開催することが決まりました。 

今後も更に公益に寄与することができるように事業運営を継続していきたいと思います。 

 

 

２．事業実施内容と成果 

（１）特定非営利活動に係る事業 

① フリースクール運営事業（「フリースクールここだね」事業） 

◇フリースクール運営事業 

・内   容  学校以外の多様な学びの場での教育を希望する小中学生を対象として

「フリースクールここだね」の運営を行ないました。 

・日   時  （フリースクール）月・火・水・金 9:00～14:00 

        （放課後学習支援）月・水・金 14:20～17:10 

・場   所  逗子市の拠点および連携団体の活動場所 

・従事者人員  スタッフ 3 人、ボランティア 3人 

・受益対象者  フリースクールを必要としている児童生徒  

・活動実績   登録児童 22 人（小学生低学年 9名、小学生高学年 10 名、中学生 3 名） 

（フリースクール） 177 日開校 年間利用のべ 1,109 人 

（放課後学習支援） 年間利用のべ 69 人 

 

 行事日（日） 

4 月 入学式（4）、スマイルクラス（11,18）、釣り＠江の島（17）、リフォームデ

イ（5,12）、引越し（28） 

5 月 新拠点内覧会（6）、スマイルスポーツ（9,16,23）、リフォームクラス

（13,20,27）、テニス体験（27）、誕生会（30） 



   

 

 

6 月 技術家庭クラス（3,10,17,24）、江の島遠足（5）、スマイルスポーツ

（6,12,27）、きらくな梅もぎ＠あきさわ園（9）、ラオス交流会（20）、ジャ

ンボどらやきづくり（20）、アートセラピー(30) 

7 月 海遊び＠逗子海岸(3)、スマイルスポーツ(4,10,18)、磯遊び＠逗子海岸

(11)、逗子プール(17) 

8 月 夏まつり(29） 

9 月 スマイルスポーツ(5,19)、安全講習＠スマイル(12)、ここだね見学会

(25,26） 

10月 富士サファリ遠足(2)、スマイルスポーツ(3,17,31)、誕生会(10) 

11月 理科ハウス見学(6)、アートセラピー(10)、きらくな竹刈(14)、スマイルス

ポーツ(21)、誕生会(28) 

12月 スマイルスポーツ(5)、クリスマス会（19） 

1 月 新年会(9)、スマイルスポーツ(16,30）、誕生会(23) 

2 月 キムチづくり(2)、逗子消防署見学(13)、科学工作(18)、誕生会(20)、ハイ

キング＠鷹取山(24)、スマイルスポーツ(27) 

3 月 誕生会(6)、金沢自然公園遠足(11)、アイススケート(12)、スマイルスポー

ツ(13)、科学工作(18)、年度末打上パーティー(25)、オープンデー(27,28) 

 

    ・事業の成果 

      今年度の登録児童は 22 名（新規入会 6 名、退会 4 名、卒業生 0 名）でした。 

       フリースクールの利用状況は、開催日の一日の定員を 10 人として平均すると利用率

は 62.7％となり、昨年度と比べ、25％程減少しました。 

  行事は毎年恒例にはせず、その時々のメンバーでやりたいことを話し合いながら、

企画から実施までの経験を積めるように進めてきました。小集団だからこそ体験でき

る活動も大切にしながら、一つひとつのプログラムを楽しみ、その経験を通じて子ど

もたちが成長していく姿を感じることができました。 

放課後の時間については、地域の元教員のボランティアをお迎えし、中学生の継続

的な学習支援を行ないました。また、集団を苦手とする児童について個別支援の対応

も継続してきました。 

 

② 学校以外の多様な学びの場を求める子どもとその家族のための相談支援事業 

◇相談支援事業 

・内   容  学校以外の多様な学びについて、子どもの生活や進路、ご家族の悩み

等について相談を受けたり、フリースクールの見学や体験等の支援を

行ないました。 

・日   時  相談、見学：月・水・金の 14:00～18:00 

        体験：月・水・金の 9:30～13:00 

・場   所  逗子市の拠点、またはオンライン等（メール、ライン等） 

・従事者人員  スタッフ 2 人 

・受益対象者  学校以外の多様な学びを求める子ども、家族および学校関係者  

・活動実績   利用のべ 217 人（相談 188 人、見学 20 人、体験 9 人） 

    ・事業の成果  

  昨年度と同様に、長期休み明けなどの相談が集中することはなく、ここ 1､2 年の新

規相談の減少傾向を感じました。相談や体験の後も入会につながるケースは少なく、

費用負担の重さが影響していると思われます。今後も学校やフリースクールとつなが

っていない親子への支援をいかに進めていくかが検討課題として残りました。 



   

 

 

③ 学校以外の多様な学びの場を求める子どもとその家族と市民の交流と社会教育の推進を

図るための事業 

◇社会教育推進事業 

・内   容  自然の中で環境整備活動を継続しました。 

・活動実績   

①土中環境再生、環境整備活動 

・事業の成果 

   外拠点たねもりの環境整備を「たねもりかい」のメンバーと楽しみながら行なう活

動を継続しましたが、天候に恵まれず、中止になることが多かった一年でもありまし

た。 

   フリースクールが移転したため、子どもたちと様子を見にいく機会が減り、今後の

活動の在り方についても検討が必要な段階になりました。 

    

３．補助・助成等の状況 

  ①補助金等 

   ・令和 7 年度子どもの居場所づくり推進委託事業（神奈川県教育委員会。コロナ禍の影響

等による子どものストレスや不安感の長期化に対応し、県教育委員会の不登校対策の充

実を図るため、不登校やひきこもりの子どもの自立に取り組み、柔軟な学びのノウハウ

を持つフリースクール等に安心安全な居場所づくり等の事業を委託。388,300 円） 

   ・令和 7 年度ひきこもり等支援団体支援事業支援金（神奈川県子どもみらい部青少年課。

原油価格・物価高騰等により、ひきこもりや不登校等で悩む方やその家族への支援活動

の継続を援助するための支援金。110,000 円） 

  ②助成金等 

   ・なし 

  ③後援、協力、共催等 

   ・逗子市の協力により、「体験学習施設スマイル」の公的利用が可能となっています。 

       

４．関係機関との連携 

  ①フリースクール全国ネットワーク（会員） 

②神奈川県学校・フリースクール等連携協議会（加盟） 

公的機関との連携として、神奈川県学校・フリースクール等連携協議会による不登校相

談会の個別相談会（今年度は、9/6 横浜会場と 10/4 横須賀会場に出席）で相談の場を開

き、より多くの方々にフリースクールとつながる機会を提供することができました。ま

た、9 月（25,26）に教育関係者向けの見学会も開催し、ここだねを知っていただく機会

を増やすことができました。 

  ③逗子フリースクール等連絡協議会（加盟） 

    2024年4月に市内の「フリースクールcas!ca(カシカ)」と共に発足し、その後、「Terako-ya

寺子屋フリースクール」「あそびやさん」「逗子オルタナティブスクール FRASCO（フラスコ）」

が加盟し、現在 5 団体の協議会となり、ここだねの深沢武が代表を務めています。 

    フリースクールや保護者への補助についての要望書を逗子市長に提出するために連絡協

議会を発足し、協議を進めてきました。残念ながら次年度からの補助は決まりませんでし

たが、「学校が合わないと感じる親子のための相談事業」の実施が決まり、市との協働は進

展しています。 

  ④自治会 

新拠点の地域の方々にフリースクールを理解していただけるように交流を進めています。 


